
今月のメニュー

タケノコの
春巻き
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作り方
①�タケノコを長さ10㎝程度の細切りにする
②�アスパラガスは、根元の硬い部分の皮をむき、さっとゆ
で、10㎝程度に切る。チーズは1cm四方の棒状に切る
③�春巻きの皮を斜めに広げ、大葉を2枚乗せた上に鯛
の切り身を3枚広げて置く
④�さらに①と②を乗せ、手前から一巻きし、左右を折り
込み、巻く
⑤�巻き終わりを水で溶いた小麦粉で止め、170℃の油
で2分揚げる
※レモン汁をかけてもおいしく召し上がれます

●狭山産の食材を使ったレシピをご紹介
●「狭山市公式キッチン」としてクック　
　パッドにも掲載しています！
●�もぐもぐsayamaのレシピ集を広報課
　で販売しています

タケノコ
今月の食材

●ゆでたタケノコ1/4本　●春巻きの皮4枚　
●カマンベールチーズ1/2個　●大葉8枚　
●鯛の切身(刺身)12切　●アスパラガス2本
●揚げ油　●小麦粉適量

材料・2人分

6年度�提案型協働事業が決定

問合せ　自治文化課へ☎2937-5749

　市民の皆さんが、地域課題の解決に向け、市と協働で実
施したいテーマを自由に企画・提案する事業です。
●��人生100年時代の音楽健康レクリエーション「ヨッコ
ラショーズ」(童謡を歌う会�そよ風)
　高齢者が音楽に合わせて身体を動かし、楽しみながら
　定期的に交流できる場を提供
●�狭山市探訪ウォーキングマップの制作（NPO法人さや
ま生涯学習をすすめる市民の会）
　�狭山市の歴史・文化などに親しむマップを制作し、ウ
オーキングイベントを開催
●おさがり交換会（こそだて支援c

コ モ ノ

omono）
　�サイズアウトした子どもの洋服や雑貨などを持ち寄
り、譲り合える場や交流の場を提供
�●�イベント型子どもの居場所づくり事業（A

ア ク ト

KTO）
　�子どもたちの孤独感の軽減を目的とした居場所づくり
とイベントの実施

市民提案型協働事業：5事業
●���にじいろ体操教室（一般社団法人m

マ マ

ama's
ズ

�c
コ ミ ュ ニ テ ィ

ommunity）
　障害のある方やその家族も参加できる体操教室を開催

　市が市民活動団体などと協働で実施したいテーマを公
表し、その中から市民活動団体などが関心のあるテーマ
を提案する事業です。
●��集まれ、オンラインしゃべり場（NPO法人地域教育ネッ
トワーク）
　オンラインで子どもや若者が交流できる場を提供
●�災害時に活躍するアマチュア無線ネットワークの構築
（狭山非常通信チーム）
　�災害時に備え、無線従事者の育成とネットワークの構
築に向けた勉強会やイベントを開催

行政提案型協働事業：2事業

詳細はこちら▲

8

広報さやま 2024.5月号　　■市役所☎04‐2953‐1111（代表） 04‐2954‐6262　開庁時間 平日の8時30分～17時15分

市の動向を、タイムリーに掲載します

　厳正な規律保持と熟練した技
能を有し、他の規範となる消防
団に消防庁長官から送られる竿
頭綬を狭山市消防団が52年ぶ
りに受賞し、3月29日㈮に市役
所で伝達式が行われました。式
では同団の伊藤隆弘団長から、1月に発生した能登半島地
震など、激甚化する自然災害に備え、地域の消防団が果た
す役割が、ますます重要になってくると語られました。
問合せ　危機管理課へ☎2968‐6527

　3月28日㈭、1月から2月に
かけて能登半島地震の被災地
である石川県七尾市などで支
援活動を行った職員による報
告会が開催されました。会に
参加した多くの職員は、被災
地での活動報告を自分事として受け止め、本市において
も災害時を想定し、個人の備蓄や住民間の避難支援など、
自助や共助の取り組みを強化していく必要性などの認識
を深めました。
問合せ　危機管理課へ☎2968‐6527

狭山市消防団が竿
かんとうじゅ

頭綬を受賞

◆軽装での勤務を開始
　市職員にとって働きやすい職場を作るため、ノーネク
タイなどの軽装勤務を4月1日から年間を通して実施し
ています。
取り組み内容　 ▼ノージャケットやノーネクタイなど、
職員一人一人が快適で働きやすい服装を自主的に判断し
て着用 ▼気候や体調、業務内容に応じて服装を工夫し、
適切に空調を使用することで環境負荷を軽減 
◆名札の表記を変更
　インターネット上での個人
情報の拡散などから職員のプ
ライバシーを保護するため、 
名札の表記を変更します。
変更内容　フルネームから
名字のみの表記に変更
問合せ　職員課へ☎2936‐9851

市職員の「働き方改革」の一環として
通年で服装などを軽装化

被災地支援報告会を実施

市長の主な動き
〇4/1…辞令交付式、臨時庁議 〇4/7…
消防団入団式 ○4/8…入間野中学校入
学式 〇4/9・23…定例庁議 〇4/10…
入間川幼稚園入園式 〇4/10～12・15…
登校交通安全指導 〇4/12…埼玉県市長
会定期総会、パートナーシップ制度連携
協定締結式 〇4/26…新茶製造視察 〇
4/29…狭山新茶と花いっぱいまつり 

題字・絵　池原 昭治氏

　健康は大切、けれど日々の仕事や
お付き合いの中で二の次となってい
ました。コロナ禍

か

では、時間にも余裕
ができ、自分の健康状態と向き合う
ことができました。まずは、食事を野
菜中心に見直しました。運動不足の
解消にウオーキングを始め、今では
すっかり習慣となっています。
　早朝歩くと、昼間とは違う町の表
情を見ることができます。駅の近く
で自転車を整理する人、ゴミを拾っ
てくれる人、街角には小学生の通学
を見守る地域の皆さん。先日は、良い
フォームで走る人がいるなと思って

見ていると、今夏のパリ五輪に出場
が決まっている小

こ や ま

山直
な お き

城選手でし
た。「頑張ってください！」と声をか
けると、爽やかな笑顔を見せてくれ
ました。その後、入間川に架かる橋に
着くと枝に止まるカワセミを見つけ
ました。綺麗なキジも現れ、川面近く
を飛んでいきました。遠くには秩父
の山々と山頂に雪を頂いた富士山が
見えます。
　「やっぱり、良い町だな」とつぶや
きながら、坂の上にある神社に行き、
手を合わせます。「春はあけぼの」と
古人は書きましたが、その通り、この
時期の朝は最高です。

狭山市長　小谷野 剛

爽やかな朝に
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